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研究の概要 
本研究課題では，志村多様体を核として，研究代表者を中心に世界的に活発な研究を行ってい 

る外国人研究者を含む若手研究者のグループによる総合的研究を行い，数論幾何学の諸理論や 

ガロア表現，保型表現などに対する新しい知見を得ることを目的とする．旧来の発想にとらわ 

れない若手研究者を中心として，既成の分野の枠にとらわれない活発な研究活動を行う． 

研 究 分 野：数物系科学 

科研費の分科・細目：数学・代数学 

キ ー ワ ー ド：数論幾何学，志村多様体，ガロア表現，保型表現 

１．研究開始当初の背景 
 数学において，中学生や高校生にも理解で
きるような素朴な問題が，高度な道具を使う
ことで初めて証明されることがよくある．ワ
イルズが 350年以上に渡って未解決だったフ
ェルマーの大定理『nを 3以上の整数とする
と，xn + yn = znをみたす自然数は存在しな
い』を解決したことは記憶に新しい．ワイル
ズによる証明は，モジュラー曲線，ガロア表
現，保型表現といった数論幾何学の最先端の
道具を駆使する非常に高度なものであった．
素朴な方程式の背後に，深遠な大理論が隠さ
れていたのである． 
 近年，志村多様体の研究が，ますます活発
になってきている．志村多様体とはモジュラ
ー曲線を一般化した代数多様体（方程式で定
義された図形）である．従来は別々の興味の
対象として，別々の研究グループによって，
別々の視点から研究されることが多かった
数論幾何学の諸理論やガロア表現，保型表現
といった対象が，最近では，志村多様体を舞
台として統一的な視点から深く研究される
ようになってきた．そして，個々の対象が有
機的につながりあい，多くの重要な応用が得
られるようになってきた． 
 
２．研究の目的 
こうした研究状況を踏まえ，本研究課題で

は，志村多様体を核として，研究代表者を中
心に世界的に活発な研究を行っている外国
人研究者を含む若手研究者のグループによ

る総合的研究を行い，数論幾何学の諸理論や
ガロア表現，保型表現などに対する新しい知
見を得ることである．個々の分野の個々の問
題に取り組むことももちろん大切であるが，
それ以上に，旧来の発想にとらわれない若手
研究者を中心として，既成の分野の枠にとら
われない活発な研究活動を行い，今までに無
い新しい着眼点で新しい理論を構築し，新し
い応用を得ることを目指すことが重要であ
る． 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するための具体的な研
究の方法は次の通りである．研究代表者のこ
れまでの研究成果を踏まえて，志村多様体の
p 進一意化理論とハッセ不変量の一般化に
関する研究を行う．また，研究をより発展・
進展させるために，ラポポート‐ジンク空間，
志村多様体の p 進一意化理論，p 進周期写像，
岩堀ヘッケ環の表現論，p 進ラングランズ対
応などに関する研究を行い，また，それらの
間の相互関係に関する総合的研究を行う． 
志村多様体の関連分野において世界的に活
発な研究を行っている若手外国人研究者を
招聘し，研究打ち合わせやセミナーを行う．
志村多様体の数論幾何学やその関連分野に
関して，国内外から数名程度の若手研究者を
招聘し，大学院生を含む若手研究者を対象と
した最先端のトピックに関する研究集会を
行う．必要に応じて，最先端のトピックに関
する発展的な講義を行い，研究代表者，参加



者を含めて活発な議論を行い，研究をさらに
進展させる．また，必要に応じて，関連する
他分野の研究者とも積極的に情報交換・議論
を行い，既成の分野の枠にとらわれない総合
的研究を推進する． 
 
４．これまでの成果 
 本研究課題の研究代表者は，平成 20 年度
～平成 22年度にかけて，志村多様体の研究，
特に正標数のアーベル曲面の幾何学を用い
た 3次元ジーゲル多様体のエタールコホモロ
ジーの研究や，4 次シンプレクティック群
GSp(4)のラポポート‐ジンク空間のエター
ルコホモロジーに現れる超尖点表現の研究
において成果を上げることができた．これら
の研究は現在も順調に進展中であり，新しい
成果も得られつつある．これと平行して，さ
らに研究を進めるために，2008 年 11 月に京
都大学において国際研究集会「Workshop on 
Shimura Varieties, Automorphic 
Representations and Related Topics」を（加
藤和也氏（京都大学）と共同），2009 年 2 月
に愛媛大学において国際研究集会「愛媛整数
論集会」を（谷口隆氏（神戸大学），平野幹
氏（愛媛大学）と共同），2009 年 4 月に京都
大学において「岩澤理論ミニ勉強会」を，2009
年 7月に宮城県気仙沼市大島において国際研
究 集 会 「 p-adic Automorphic Forms and 
Arithmetic Geometry」を（千田雅隆氏（京
都大学）と共同），2009 年 11 月に石川県金沢
市において国際研究集会「金沢数論幾何集
会」を，2010 年 4 月に京都大学において「岩
澤理論ミニ勉強会」を，2010 年 7 月に京都大
学においてミニ研究集会「数論幾何とその周
辺」を（玉川安騎男氏（京大数理研）と共同），
2010 年 7 月に岡山県倉敷市において「GL(n)
の保型表現論 夏の学校」を，2010 年 10 月
に京都府美山町において国際研究集会「L 関
数の特殊値と数論幾何」を（千田雅隆氏と共
同），2010年11月に大分県別府市において「別
府数論幾何集会」を主催した．これらの研究
集会には，志村多様体・ガロア表現・保型表
現の分野において世界的に活発な研究を行
っている国内外の若手研究者を多数招聘し
た．これにより，若手研究者同士の学術的交
流を推進し，研究を進展させることができた． 
 
５．今後の計画 
 これまでの研究に引き続き，志村多様体の
数論幾何学およびそれに関連した幾何学，ガ
ロア表現，保型表現の研究を行い，研究をさ
らに進展させる予定である．また，特に優秀
な若手研究者（外国人研究者を含む）を中心
とした研究集会・勉強会を主催し，参加者同
士の学術的交流を推進するとともに，関連す
る他分野の研究者とも積極的な情報交換・議
論を行うことで，既成の分野の枠にとらわれ
ない総合的研究をさらに推進する予定であ

る． 
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